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大
人
の
ひ
き
こ
も
り
を
何
と
か
し
た
い
と
手
を
挙
げ
た
ら

当
事
者
た
ち
に
よ
る
ご
機
嫌
な
動
き
が
始
ま
っ
た

社
会
起
業
家

シリーズ

川
初
真
吾
氏 

に
聴
く

　

川
初
氏
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
１
２
冬
」
の
グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得
者
だ

が
、
紙
幅
の
都
合
で
取
材
が
先
送
り
に
な
り
、

や
っ
と
ご
紹
介
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ひ
き
こ
も
り
も
生
き
方
の
選
択
肢
に

　

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
社
会
起
業
計
画

は
、「
大
人
の
ひ
き
こ
も
り　

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
・
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
従
来
「
ひ
き

こ
も
り
」
は
、
主
に
青
少
年
の
問
題
と
し
て
認

識
さ
れ
、
支
援
の
対
象
も
若
者
を
前
提
と
す
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
70
万
人
以
上
と
さ

れ
る
彼
ら
の
ひ
き
こ
も
り
は
長
期
化
し
、40
代
、

50
代
も
多
い
。
氏
の
弟
も
15
年
来
、
社
会
的
ひ

き
こ
も
り
状
態
が
続
き
苦
し
ん
で
い
た
。
怠
惰

で
も
人
間
嫌
い
で
も
な
い
。
ボ
タ
ン
の
掛
け
違

い
か
ら
誰
に
で
も
、
ひ
き
こ
も
り
は
起
こ
り
う

る
。
彼
ら
の
多
く
は
、
繊
細
だ
が
、
人
の
役
に

立
ち
た
い
と
望
ん
で
い
る
。
特
定
の
分
野
に
は

高
い
ス
キ
ル
を
示
す
こ
と
も
あ
る
。

　

起
業
計
画
は
、
大
人
の
ひ
き
こ
も
り
各
人
に

合
っ
た
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
可
能
な
仕
事
を

提
供
す
る
こ
と
、
ま
た
、
ひ
き
こ
も
る
と
い
う

選
択
を
否
定
せ
ず
、
生
き
て
い
け
る
道
や
社
会

の
あ
り
方
を
提
案
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
か
ら
半
年
後
の
報
告
ス
テ
ー
ジ

で
、「
一
時
期
何
も
で
き
な
く
な
っ
た
」
と
発

言
し
た
氏
を
、
正
直
心
配
し
た
。
し
か
し
、
一

般
社
団
法
人
コ
ヨ
ー
テ
を
設
立
、
３
年
経
っ
て

再
会
し
た
氏
の
周
り
で
は
、
心
躍
る
イ
ベ
ン
ト

が
た
く
さ
ん
開
催
さ
れ
て
い
た
。「
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

（
庵
）」
と
い
う
、ひ
き
こ
も
り
当
事
者
や
家
族
、

サ
ポ
ー
タ
ー
が
集
い
、
意
見
交
換
や
交
流
を
す

る
場
は
、東
京
都
内
で
隔
月
開
催
さ
れ
て
お
り
、

毎
回
１
０
０
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
る
。「
ひ

き
こ
も
り
大
学
」
は
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
が

自
ら
講
師
に
な
り
、
毎
月
ど
こ
か
で
開
催
さ
れ

る
講
座
だ
。
２
０
１
４
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た

「
ひ
き
こ
も
り
Ｕ
Ｘ
会
議
」
に
は
、
全
国
か
ら

３
０
０
人
が
集
っ

た
。「
遠
吠
え
ラ

ジ
オ
」
は
、
イ
ベ

ン
ト
後
の
懇
親
会

で
交
わ
さ
れ
る
会

話
が
あ
ま
り
に
も

面
白
い
た
め
、
多

く
の
人
に
も
聞
か

せ
た
い
と
始
め
た
、
Ｕ
ス
ト
リ
ー
ム
配
信
。
人

気
を
博
し
た
Ｔ
Ｖ
番
組
『
ヨ
ル
タ
モ
リ
』
の
ノ

リ
だ
が
、
先
に
始
め
た
の
は
彼
ら
だ
。

当
事
者
が
手
を
挙
げ
て
運
営

　

展
開
さ
れ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
川
初
氏

が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
、
グ
イ
グ
イ
と
関
係
者

を
引
っ
張
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
取
材
し

た
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
で
も
、
冒
頭
の
ご
挨
拶
に
さ
え
登

壇
し
な
か
っ
た
。
自
身
の
広
報
活
動
も
積
極
的

と
は
言
い
難
い
。
不
思
議
な
こ
と
に
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
た
ち
が
手
を
挙

げ
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
も
現
れ
、
と
も
に
企

画
・
運
営
を
し
て
く
れ
る
の
だ
そ
う
だ
。

　

近
い
将
来
、
当
事
者
た
ち
と
フ
ラ
ッ
ト
な
立

場
で
、
生
業
づ
く
り
や
暮
ら
し
を
支
え
合
う
仕

組
み
を
作
る
た
め
、
共
同
で
「
組
合
」
を
設
立

す
る
話
し
合
い
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

仕
事
だ
か
ら
と
、
心
や
体
が
嫌
が
る
こ
と
も

や
れ
て
当
然
な
の
だ
ろ
う
か
。
川
初
氏
や
彼
ら

は
言
う
。「
嫌
な
こ
と
を
や
っ
て
生
き
た
く
は

な
い
」「
ご
き
げ
ん
に
生
き
た
い
」。
現
在
の
社

会
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
に
く

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ど
ち
ら
が
人
間
と
し
て

当
た
り
前
の
感
性
な
の
か
。
コ
ヨ
ー
テ
は
、
か

き
乱
す
存
在
で
も
あ
る
と
い
う
。

一
般
社
団
法
人
コ
ヨ
ー
テ 

代
表
理
事

「死にたい」と言うひきこも
り当事者から電話を受け、
死ぬ前に一杯やろうよと、
新宿ゴールデン街に誘って
話したという。写真は取材
後に、ごきげんなその街で
撮った1枚。実は、氏自身
も発達障害の一種の症状
があり、デザイン事務所に
勤務しながらも、世間と
しっくり来ない自分を感じ
ていた。一方、過集中の
傾向は、デザインやコピー
ライトの仕事をする際には
有利に作用したという。

■連絡先
Mail：realogue@gmail.com

イベントには多くの当事者や家族が集う
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竹
は
シ
ン
プ
ル
な
の
で
、作
り
手
の
人
間
性
が
作
品
に
表
れ
る

　

日
本
は
竹
が
豊
富
で
、
笹
も
含
め
て
約
８
５
０
種
類
あ
る
。
ほ

ぼ
無
尽
蔵
と
い
え
る
素
材
を
活
か
し
た
竹
工
芸
は
、
古
く
か
ら
各

地
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
藤
沼
昇
氏
は
、
竹
工
芸
で
人
間
国
宝
に

認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
国
内
で
作
品
に
出
会
え
る
機
会
は
な

か
な
か
な
い
。
海
外
で
高
く
評
価
さ
れ
、
作
品
の
90
％
以
上
が
海

外
に
渡
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
氏
が
日
本
文
化
に
目
覚
め
た
の
は
フ

ラ
ン
ス
旅
行
中
。
帰
国
後
に
様
々
な
伝
統
文
化
に
触
れ
る
中
で
、

生
ま
れ
育
っ
た
栃
木
県
大
田
原
市
で
盛
ん
だ
っ
た
竹
工
芸
と
出
会

う
。
30
歳
と
い
う
遅
い
人
生
の
転
機
か
ら
、
人
間
国
宝
に
ま
で
至

っ
た
藤
沼
氏
の
生
き
様
や
、作
品
作
り
へ
の
思
い
に
触
れ
た
い
と
、

大
田
原
市
の
工
房
を
訪
ね
た
。

　

本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
藤
沼
氏
と
そ
の
作
品
の
魅
力
を
２
回
に
分

け
て
紹
介
す
る
。
今
回（
I
）は
、
原
動
力
と
な
っ
た
日
本
文
化
へ

の
思
い
、
竹
工
芸
と
の
出
会
い
、
竹
工
芸
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
。

次
回
は
、
人
間
国
宝
と
い
う
第
一
人
者
と
し
て
作
品
作
り
に
取
り

組
む
姿
勢
、
海
外
で
の
展
開
、
後
世
へ
の
文
化
伝
承
や
今
後
へ
の

思
い
を
紹
介
す
る
。

―
―
カ
メ
ラ
マ
ン
に
な
る
夢
が
着
実
に
形
に
な
っ
て
い
っ
た
時
期

に
、
人
生
の
大
き
な
転
機
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　

は
い
。
27
歳
の
時
に
参
加
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
で
、
シ
ャ
モ

ニ
ー
の
ス
キ
ー
場
か
ら
観
た
景
色
の
壮
大
さ
と
美
し
さ
は
、
カ
メ

ラ
な
ん
か
で
は
人
に
伝
え
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
パ
リ
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
、
凱
旋
門
、

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
遺
産
な
ど
を
目
に
し
ま

し
た
。
日
本
と
は
違
う
永
く
残
る
石
の
文
化
に
驚
く
と
同
時
に
、

自
分
達
の
文
化
に
揺
る
ぎ
な
い
誇
り
と
自
信
を
持
つ
、
フ
ラ
ン
ス

の
人
々
の
姿
が
目
に
焼
き
付
き
ま
し
た
。

イ ン タ ビ ュ ー

❽
I

1945年	 栃木県大田原市生まれ
1975年	 竹工芸を始める
1986年	 第33回日本伝統工芸展	日本工芸会会長賞受賞
1992年	 第39回日本伝統工芸展	東京都知事賞受賞
1996年	 東京国立近代美術館に〈束編花藍「気」〉が所蔵される
2004年	 紫綬褒章受賞
2005年	 ロサンゼルス日本文化会館にて個展
2008年	 シカゴ美術館にてデモンストレーションを行う
2011年	 シカゴ美術館にて個展
2012年	 重要無形文化財（人間国宝）に認定
2014年	 伊勢神宮に〈束編花藍「白連」〉献納

竹工芸

 藤沼 昇
F u j i n u m a  N o b o r u

束編花籃「一期一会」（2011年）



3

―
―
西
洋
文
化
の
凄
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
と
。

　

い
い
え
。
感
動
は
し
ま
し
た
が
、
日
本
だ
っ
て
負
け
て
い
な
い

は
ず
だ
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
人
は
高
度
成
長
期
に
西
洋
に
追
い

付
く
こ
と
だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
、
自
国
の
文
化
を
ど
こ
か
に
置
き

忘
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
も
う
一
度
見
直

せ
ば
、日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
取
り
戻
せ
る
と
感
じ
た
の
で
す
。

パ
リ
の
街
頭
で
見
た
人
々
に
大
い
に
触
発
さ
れ
、
日
本
の
可
能
性

を
信
じ
、
日
本
人
に
な
っ
て
や
ろ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

―
―
帰
国
後
、
日
本
文
化
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。

　

は
い
、
日
本
文
化
と
は
何
か
を
徹
底
的
に
追
求
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
目
を
向
け
た
の
が
伝
統
工
芸
で
す
。
継
承
し
て

き
た
日
本
人
の
心
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
思
え
た
か
ら
で
す
。
当

時
は
市
町
村
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
が
隆
盛
の
時
代
で
、
私
も
通
っ

て
み
て
、
そ
の
講
座
の
中
に
竹
工
芸
が
あ
っ
た
の
で
す
。

―
―
竹
工
芸
を
一
生
の
仕
事
と
し
よ
う
と
決
心
し
た
の
は
、
何
が

き
っ
か
け
で
し
た
か
。

　

一
冊
の
作
品
集
と
の
出
会
い
で
し
た
。
竹
工
芸
で
最
初
の
人
間

国
宝
・
生し

ょ
う
の
し
ょ
う
う
ん
さ
い

野
祥
雲
斎
の
遺
作
集
で
す
。
凄
か
っ
た
で
す
。
ひ
と
目

見
て
心
が
動
き
ま
し
た
。
高
く
て
当
時
の
月
給
１
か
月
分
で
し
た

が
、
つ
ぎ
込
ん
で
入
手
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
竹
は
日
用
雑

貨
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
ん
で
す
。
幼
い
頃
か
ら
、
周
囲
に
笊ざ

る

や
籠か

ご

な
ど
が
当
た
り
前
に
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
遺
作
集
を
見

て
、
竹
と
人
間
に
は
、
こ
ん
な
に
凄
い
こ
と
が
で
き
る
と
驚
き
ま

し
た
。
竹
工
芸
に
一
生
を
捧
げ
る
と
決
心
し
た
瞬
間
で
す
。

―
―
本
格
的
な
技
術
は
ど
の
よ
う
に
学
ん
だ
の
で
す
か
。

　

30
歳
で
勤
め
を
辞
め
、
地
元
の
竹
工
芸
家
・
八
木
澤
啓
造
の
下

で
基
本
の
習
得
を
し
ま
し
た
。
道
具
の
使
い
方
、
素
材
の
見
極
め

と
扱
い
方
、
デ
ザ
イ
ン
、
染
色
、
編
組
技
法
等
で
す
。
１
年
半
で

独
立
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
は
、
生
野
先
生
の
遺
作
集
が

ま
さ
に
師
匠
で
し
た
。
ア
ッ
プ
の
写
真
が
多
く
、
編
み
方
も
よ
く

見
え
、
真
似
て
作
る
こ
と
で
技
法
を
体
得
で
き
ま
し
た
。
写
真
は

平
面
で
す
が
、
影
の
出
方
で
立
体
像
が
想
像
で
き
る
な
ど
、
か
つ

て
の
写
真
の
勉
強
が
生
き
ま
し
た
。

―
―
竹
工
芸
の
魅
力
は
、
ど
う
い
っ
た
所
に
あ
り
ま
す
か
。

　

竹
は
素
材
と
し
て
シ
ン
プ
ル
な
の
で
、
作
る
人
間
の
感
性
が
作

品
に
出
る
の
で
す
。
私
は
「
念
」
や
「
気
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

作
家
の
思
い
が
、見
る
人
に
強
い
印
象
を
残
す
の
だ
と
思
い
ま
す
。

技
術
が
ど
ん
な
に
高
く
て
も
、
よ
い
気
を
出
せ
な
い
人
は
、
職
人

に
は
な
れ
て
も
作
家
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
竹
に
は
、
見
る
人
の
気

も
投
影
さ
れ
る
の
で
、
好
き
な
作
品
を
聞
け
ば
、
そ
の
人
の
今
の

精
神
状
態
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
よ
。

―
―
素
材
の
竹
は
、
ご
自
分
で
も
山
に
入
っ
て
採
っ
て
こ
ら
れ
る

そ
う
で
す
ね
。

　

は
い
、
創
作
す
る
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
竹
を
探
す
こ
と

も
、
工
芸
家
と
し
て
は
面
白
い
作
業
と
な
り
ま
す
。
竹
は
稲
科
の

植
物
で
、
木
材
と
草
類
と
の
中
間
で
す
。
竹
の
作
品
作
り
の
特
徴

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
節
を
生

か
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

素
材
は
、
地
元
の
真
竹
、

篠
竹
、
根
曲
竹
な
ど
５
種
類

ほ
ど
を
使
い
分
け
て
い
ま

す
。
か
つ
て
温
か
い
地
方
の

竹
を
使
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
柔
ら
か
過
ぎ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
気

質
が
合
う
の
は
や
は
り
地
元
産
だ
と
思
い
ま
す
。

聞き手：上野由美子（左）
古代オリエントガラス研究家。
UCL（ユニヴァーシティ・カレッジ・
ロンドン）考古学研究所在籍中。
2012年国際日本伝統工芸振興会
の評議員。ARTP副団長として
王家の谷発掘プロジェクトに参加
（1999年〜2002年）。聖心女子大
学卒業論文	『ペルシアガラスに
おける円形切子装飾に関する考
察』、修士論文『紀元前2000年紀
に於けるコア・ガラス容器製作の
線紋装飾に関する考察』ほか、執
筆・著書多数。

根曲竹「春潮」（1996年） 網代編盛籃「游」（2008年）

シカゴ美術館展示風景（2011年）
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を
味
わ
う

提供：FLAネットワーク協会
一般社団法人FLAネットワーク協会では、
食生活アドバイザーⓇ検定を通して、正しい
食事を生活とともに提案し、適切な助言や
指導ができる食生活の専門家を育成してい
ます。また、様々な面で優れている和食の
見直しと普及にも力を注いでいます。
お問合せは▶TEL 0120-86-3593

秋
の
果
物

秋
は
た
く
さ
ん
の
果
物
が
店
頭
に
並
び
ま
す
。
ブ
ド
ウ
・
ナ
シ
・
洋
ナ
シ
・
イ
チ
ジ
ク
・
柿
・
リ
ン
ゴ
…
…

こ
れ
ら
か
ら
３
つ
を
選
ん
で
、
美
し
い
彩
り
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
、
お
料
理
に
活
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
カ
キ
（
柿
）

奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
渋
柿
が
渡
来
し
、
鎌
倉
時
代
に
甘
柿
が
生
ま
れ
た
。
酔
い
覚
ま
し
の
果
物
と
し
て
有
名

で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
ロ
テ
ン
、
食
物
繊
維
、
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
。
柿
の
タ
ン
ニ
ン
に
は
強
い
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
、ガ
ン
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
柿
の
葉
茶
は
、利
尿
効
果
が
高
く
、

高
血
圧
に
良
い
飲
み
物
。

●
ブ
ド
ウ
（
葡
萄
）

鎌
倉
時
代
初
期
に
甲
州
ブ
ド
ウ
が
発
見
さ
れ
、
明
治
時
代
に
は
欧
米
か
ら
多
く
の
品
種
が
入
る
。
紫
色
の
皮
の
色

素
は
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
で
、
抗
酸
化
作
用
が
強
い
。
ま
た
、「
ブ
ド
ウ
糖
」
の
名
が
葡
萄
か
ら
来
て
い
る
よ
う
に
、

優
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
り
、
疲
労
回
復
に
即
効
性
が
あ
る
。
気
力
が
下
が
っ
て
い
る
人
、
血
行
の
悪
い
人
に
お

勧
め
し
た
い
滋
養
強
壮
食
。
塩
分
過
剰
気
味
の
現
代
人
に
は
必
須
の
カ
リ
ウ
ム
も
豊
富
だ
。

●
イ
チ
ジ
ク
（
無
花
果
）

果
実
の
内
側
に
咲
く
花
が
外
か
ら
は
見
え
な
い
た
め
「
無
花
果
」
と
記
さ
れ
る
。
聖
書
に
登
場
す
る
ほ
ど
古
く
か

ら
親
し
ま
れ
た
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
薬
用
と
し
て
、
中
国
で
は
今
も
漢
方
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
カ
ル
シ
ウ
ム
、

各
種
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
み
、
水
溶
性
食
物
繊
維
の
ペ
ク
チ
ン
は
お
通
じ
を
整
え
る
と
し
て
有
名
。

ま
た
、
タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
で
あ
る
フ
ィ
シ
ン
を
含
む
の
で
、
食
後
の
デ
ザ
ー
ト
に
は
最
適
の
果
物
と
い
え
る
。

日本文化は自然や季節と寄り添うことで育まれてきました。忘れがちな「旬」の味わいをお届けします。 11月 旬
◆果物三種の白和え
〈材料／4〜6人分〉
柿…………………………………… 1個
イチジク…………………………… 1個
ブドウ（2～3種類合わせて） … 20粒

〈白和え衣〉
木綿豆腐…………………………… 1丁
白ゴマ……………………………… 大4
砂糖………………………………… 大1
塩…………………………………… 小1
薄口醤油…………………………… 小2

〈作り方〉
① 豆腐は熱湯でさっとゆでる。まな板

を使い、重しを乗せて、豆腐の厚み
が半分になるまで水切りをする。

② ブドウは皮をむいて縦半分に切り、
種を取り出す。柿は皮をむき、くし
形に切る。イチジクは皮つきのまま
で、崩さぬように、くし形に切る。

③ 煎りゴマをすり鉢ですり、①の豆腐
を加えて、すりつぶす。その中に、
砂糖、塩を加えて、さらに混ぜ合わ
せる。滑らかになったら、薄口醤油
を加えて、白和え衣を仕上げる。

④ ②を食べる直前に、崩れないように
混ぜ合わせて、③で和える。
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